
j季

藩

屋

牢

軽

の

は
じ
め
に

江
戸
時
代
の

は
原
剥
と
し
て
未
決
拘
置
所
の
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て

剤
の
執
行
場
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
幕
蕃
体
鵠
下
に
あ
っ
て
、
津
軽
藩
に

於
い
て
も
当
然
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

津
軽
藩
の

に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
摂
本
的
な
史
料
が
存
在
せ
ず
、

の
実
態
を
究
明
す
る
の
は
非
常
に
閤
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
主
と
し
て
「
津
軽
審
自

記
」

〈
弘
前
市
立
問
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
)

に
記
載
さ
れ
て
い
る
断
片
的
な

記
録
を
あ
つ
め
て
分
析
し
、

そ
こ
か
ら
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
も
自
ら
隈
界

が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
「
津
軽
蕃
日
記
」
の
分
析
を
通
じ
て
津
軽
欝
に
於

け
る
牢
農
の
大
雑
把
な
概
要
と
い
う
意
味
で
述
べ
て
見
た
い
。

母
屋
の
所
在
地

津
軽
藩
が
領
出
支
配
の
中
心
と
し
て
高
関
〈
寛
永
五
年
に
弘
前
と
改
称
〉
の
地

の
ぷ
ひ
供
。

に
築
城
を
本
略
的
に
関
給
し
た
の
は
二
代
藩
主
の
津
軽
信
枚
〈
牧
)
の
時
で
、
接

長
十
五
年
(

の
事
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ω-'-
ノ、

そ
れ
以
後
城
下
町
が
次
第
に
影
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

な
ん
と
い
っ

つ

しミ

て

黒

十
二
郎

-.::a::. 
}思

て
も
寛
永
期
以
前
、
所
謂
津
軽
藩
初
期
の
根
本
史
料
の
欠
如
か
ら
域
下
の
町
総
歯

が
現
存
し
な
い
の
で
所
在
地
を
確
認
出
来
な
い
J

し
か
し
完
和
一
一
一
年
三
六
一
七
〉

そ

に
キ
リ
シ
タ
ン
六
名
が
牢
屋
か
応
出
さ
れ
て
火
照
に
な
っ
て
い
る
の
で
牢
屋
の
存

在
だ
け
は
推
翻
出
来
る
の
で
あ
る
。
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現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
議
吉
の
絵
潤
と
い
わ
れ
る
寛
永
来
年
療
の
「
津
軽
弘
前

今
白

竣
之
絵
国
」
に
は
牢
霊
が
見
当
ら
ず
、
襲
安
二
年
二
六
四
九
〉
頃
の
「
弘
前

町
絵
国
」
に
は
弘
前
城
下
の
北
端
〈
現
在
の
篤
喰
町
〉
に
「
寵
麗
敷
」
と
見
え
wm向。

の
で
こ
の
絵
閣
は
所
誕
地
を
確
認
出
来
る
最
古
の
史
料
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
引
。

従
っ
て
そ
れ
以
前
に
牢
竪
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
慶
安
二
年
段
階
ま
で

に
拭
牢
患
の
所
在
地
が
定
ま
っ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
以
後
江
戸

時
代
を
通
し
て
移
転
す
る
事
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注

(1) 

浦
知
和
三
郎
氏
、
東
北
キ
り
シ
タ
ン
史
&
一
一
一
七
四
J
一
一
一
七
八
頁
。

育
弘
前
市
史
&
(
藩
政
編
〉
巻
末
年
表
で
は
元
和
二
年
と
な
っ
て
い
る
。

設

(2) 

梅
山
引
忠
議
氏
歳
。
弘
前
市
立
国
書
館
に
は
そ
の
写
真
腹
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

性.

(3) 

弘
前
市
立
関
寄
搭
載



牢

麗

の

種

類

と

収

容

人

員

幕
蔚
の
牢
墜
に
は
五
種
類
あ
っ
て
大
牢
(
議
民
収
容
〉
二
一
関
牢
〈
庶
民
収
容
)

揚
麗
(
御
目
見
以
下
の

-
陪
臣
・
僧
川
知
・
医
顛
・
山
伏
な
ど
を
収
容
〉
、
揚

組
敷
〈
御
目
見
以
上
の
痘
参
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
べ
き
僧
正
・
院
家
・
紫
衣
そ
の

百
姓
牢
で
あ
到
。

ほ
か
重
き
僧
倍
・
神
主
ら
を
収
容
〉
、

津
軽
藩
で
は
大
牢
、
中
牢
、
女
{
牛
、
揚
監
の
四
種
類
で
あ
り
、
全
潤
の
名
器
で

。臼

と
一
様
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
引
。

も
幕
府
の

ま
ず
大
牢
、
中
牢
に
つ
い
て
は
、

一
月
昔
日

昨
十
九
日
設
は
過
牢
毘
出
火
大
牢
中
牢
ニ
軒
共
焼
失
殺
人
九
人
焼
失
一
一

qo 

入
引
出
之
い

と
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

操
ず
つ
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

女
牢
に
つ
い
て
は
、

f¥ 

七
八
一
二
〉
六

員
に
、

天
暁

一寸

牢
恭
一
行
中
立
候
此
度
牢
態
調
取
建
被
抑
付
麓
処
女
牢
江
茂
入
鐙
横
様
投

度
奉
蒋
骸
熱
露
女
萱
人
龍
有
鉄
ニ
付
麗
所
知
向
可
被
得
付
哉
之
宮
申
出
之

復
牢
御
取
遣
に
て
バ
臨
時
御
物
入
ニ
付
津
守
共
居
宅
之
内
壱
坪
作
事
方
御

A品
1

・
有
合
木
柄
を
以
取
関
入
霞
〈
以
下
略
〉
」

と
見
え
る
。
こ
れ
は
牢
同
胞
を
新
し
く
建
て
立
お
す
に
あ
た
り
、
未
決
囚
等
を
叡
容

す
る
の
に
女
牢
を
利
用
す
る
。
位
し
女
牢
に
入
っ
て
い
る
女
一
人
は
牢
守
の
量
敷

民
.u

の
中
に
仮
の
牢
震
を
作
っ
て
収
容
せ
よ
と
け
い
う
内
容
で
あ
る
。
女
・
一
平
が
最
初
巴
設

聾
さ
れ
た
時
離
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
院
は
独
立
し
た
女
牢
が
存
在
し
た
事

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年
(
一
八

O
O
)
十
二
月
五
日
に
、

-， 

町
春
行
申
出
骸
牢
麗
御
取
建
之
締
結
一
一
一
牢
之
内
大
牢
牽
ケ
所
此
節
出
来
挟

円。

間
〈
以
下
略
〉
」

と
あ
る
。
揚
監
は
文
化
二
年
に
初
め
て
設
寵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

一寸

と
い
う
の
は
大
牢
・
中
牢
・
女
牢
の
総
称
と
推
挺
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の

に
は
主
と
し
て
農
民
町
人
等
が
叡
容
さ
れ
、
そ
の
他
に
下
級
武

土
も
含
ま
れ
て
い
た
事
が
「
蕃
沼
記
」
に
「
入
牢
」
と
か
「
牢
舎
」
と
い
う
表
現

円ー

で
多
数
見
ら
れ
る
の
で
わ
か
る
叫
、
そ
れ
は
ど
の
牢
量
を
指
す
の
か
、
吏
広
三

牢
の
規
模
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
な
の
か
〈
次
に
の
ベ
る
収
容
人
員
か
ら
或
る
程

変
わ
か
る
が
〉
、
大
牢
、
中
牢
に
は
未
決
囚
の
容
疑
等
に
軽
量
一
の
差
が
あ
る
た
め

に
区
別
し
て
取
容
し
た
も
の
な
の
か
等
不
明
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
。

擦
問
樫
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
文
化
定
年
〈
一
八

O
四
)
八
月

十

日

9-

ーi

臨
響
詩
申
出
侯
町
を
九
浦
之
者
共
為
若
罪
状
ニ
都
知
之
者
共
御
詮
議
方
相

撞
り
不
申
内
町
蹟
村
韻
致
盤
候
処
永
々
-
一
相
成
侯
問
者
難
議
広
付
入
牢
等

被
伸
付
実
4

一
弾
一
一
無
之
審
者
制
御
免
之
上
出
牢
被
仰
付
候
得
共
在
韓
関
者
其

者
語
皮
を
失
ひ
候
綜
ニ
付
今
度
搭
段
之
以
御
仁
悪
揚
り
麗
御
取
建
之
犠
四

奉
行
抄
汰
可
申
上
旨
制
御
頭
説
を
以
被
抑
付
候
〈
中
略
〉
芭
細
一
一
穿
襲
本
仕

候
問
者
容
易
ニ
抄
汰
仕
難
中
上
車
中
存
摂
依
之
弘
共
四
一
関
与
得
穿
繋
之
上
追。。

々
可
申
上
接
関
今
暫
御
取
廷
接
持
付
重
留
申
出
之
通
被
仰
付
陸
申
遺
之
い

と
あ
る
。

お
に
よ
れ
ば
、
何
か
の
軽
い
容
疑
で
長
期
間
町
議
り
や
村
預
り
に
す
る
と
町
や
村

の
重
い
負
挫
と
な
り
、
そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
入
牢
と
し
、

ベ
の
結
果
無
罪
放
免
と
な
れ
ば
、

そ
の
後
取
ち
調

そ
の
人
達
は
ま
わ
り
か
ら
冷
い
隈
で
見
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
ら
牢
麗
と
は
異
な
る
収
容
施
設
と
し
て
一
ば
倒
産
い
を
設
寵
し
た
い
。



そ
の
為
に
今
後
い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

翌
年
(
一
八

O
五
〉
一
一
一
丹
十
日
に
、

「
一
四
奉
行
中
出
候
此
度
牢
舎
之
外
ニ
揚
屋
御
敬
雄
被
仰
付
入
牢
ニ
不
椙
成

罪
状
之
者
井
町
預
村
預
に
可
相
成
者
共
入
霞
鍍
ハ
ハ
下
々
為
方
-
一
も
一
吋
相

成
候
哉
抄
汰
可
註
申
上
官
御
演
説
を
以
被
仰
付
与
得
抄
汰
仕
候
処
是
迄
油

も
重
キ
罪
状
之
者
叉
者
無
街
鉢
之
者
其
者
ニ
寄
入
牢
側
之
上
被
伸
付
罷
有

其
外
時
頭
村
頭
被
仰
村
耀
脊
候
得
共
郵
詮
議
方
之
筋
-
一
寄
永
々
町
預
村
務

被
伸
付
侯
而
者
荷
主
及
難
議
候
趣
粗
相
開
鐸
藷
有
侯
鑓
而
揚
量
御
取
建
被

仰
付
軽
キ
罪
状
之
者
入
観
穏
健
様
被
仰
付
候
ハ
ハ
町
在
為
方
ニ
も
相
成
難
有

可
車
中
存
候
間
揚
毘
御
敢
建
被
仰
付
候
様
左
鉄
ハ
ハ
高
喰
町
之
内
江
梅
取
建

敏
伸
付
候
様
走
右
取
援
之
仕
組
者
追
々
可
沖
上
与
奉
存
候
刻
揚
屋
署
圏
義

。υ

上
回
問
中
出
之
通
申
付
旨
寄
付
-
一
一
間
申
遊
之
」

と
あ
っ
て
計
同
案
が
出
来
、
議
喰
町
に
あ
る
牢
屋
敷
の
一
郭
に
設
置
す
る
と
い
う

申
出
が
許
可
さ
れ
て
耽
る
。
か
く
て
そ
の
後
約
七
カ
丹
を
経
過
し
て
問
年
十
月
に

h
Hい

揚
屋
が
完
成
し
て
い
る
。

幕
府
の
揚
屋
は
御
目
見
以
下
の
重
審
・
陪
臣
・
稽
侶
・
医
師
・
山
伏
な
ど
を
収

容
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
津
軽
藩
に
於
い
て
最
初
は
農
民
町
人
等
で
〈
武
士
を

含
め
て
〉
容
疑
の
は
づ
き
り
し
な
い
者
や
軽
い
罪
の
者
を
収
容
の
対
象
と
し
て
い

る
事
が
多
数
の
判
例
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
後
収
容
の
対
象
に
変
化
が
克

ら
れ
る
の
で
更
に
五
ぬ
項
で
後
述
し
た
い
。
又
、
刑
法
典
の
本
格
的
競
纂
は
「
寛
込

政
律
」
(
寛
政
九
年
)
そ
れ
が
改
訂
増
横
さ
れ
て
「
文
化
簿
」
〈
文
化
七
年
〉
と

な
っ
て
結
実
寸
る
が
、
文
化
ニ
年
に
揚
麗
が
完
成
し
た
の
は
津
軽
藩
に
お
け
る
現

法
制
度
が
整
輔
さ
れ
て
行
く
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
事
も
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
龍
に
四
尺
牢
と
板
牢
と
い
う
名
称
が
「
藩
日
記
」
等
に
散
見
さ
れ
る
の
で

ふ
れ
て
お
き
た
い
。

間
尺
牢
は
気
が
狂
っ
た
り
な
ど
し
て
い
る
た
め
に
普
通
の
者
逮
と

緒
に
入
牢

に
出
来
な
い
者
の
収
容
範
設
で
牢
盤
敷
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

d
u
H
 

向
日
悼

よ
く
わ
か
ら
主
い
。

る
。
特
殊
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

援
牢
は
前
述
の
天
明
三
年
六
月
十
三
日
の
史
料
及
び
寛
政
十
二
年
十
二
月
五

E

の
史
料
(
欝
述
の
史
料
の
省
略
部
分
託
あ
り
)
か
ら
、

一
牢
を
新
築
、
改
築
、
修

理
等
の
普
請
中
に
於
け
る
臨
時
の
収
容
施
設
を
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
今
川
岬

'
H
Hい

に
あ
る
幕
府
の
評
定
所
、
町
奉
行
所
、
勘
定
奉
行
所
な
ど
に
霞
か
れ
た
「
鮫
牢
」

と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
一
一
一
牢
と
揚
醸
の
税
容
人
員
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
牢
は
天
明
一
一
一
年
(
一
七
八

七
丹
二
十
九
告
に
、
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一寸

町
奉
行
申
出
挟
青
森
表
よ
れ
ソ
囚
人
組
拾
入
れ
上
入
牢
被
仰
付
挨
然
蕗
先
逮

捕
よ
り
牢
撞
御
普
請
被
仰
付
此
節
大
雫
査
ケ
所
出
来
仕
是
迄
捨
八
人
入
牢
に

付
右
大
牢
江
搾
合
今
拾
入
、
迄
ハ
入
可
申
稜
得
共
其
絵
は
入
兼
鉄
段
牢
奉
行

申
出
侯
関
西
拾
人
之
内
拾
人
入
牢
被
伸
付
一
一
一
姶
入
ハ
町
預
ニ
も
可
被
仰
付

候
哉
左
候
ハ
ハ
牢
賄
鰐
縁
日
一
被
仰
付
度
奉
答
候
尤
入
牢
ニ
相
究
候
者
永
々

町
預
ニ
仕
入
定
斗
之
番
人
ニ
帰
着
〆
合
一
一
も
棺
成
串
間
敷
諜
ニ
奉
存
鉄
問

責
ケ
一
所
江
聾
夜
間
人
椀
御
長
柄
御
持
鑓
之
内
よ
り
成
共
番
人
被
停
持
度
皆

申
出
之
〈
以
下
略
〉

uu

と
箆
え
る
。
右
の
史
料
か
ら
大
牢
へ
線
容
中
の
十
八
名
に
、
間
年
七
月
二
十
日
に

“u
 

お
こ
っ
た
膏
裂
騒
動
の
主
謀
者
四
十
名
の
う
ち
十
名
が
更
に
収
容
さ
れ
て
お
り
合

計
二
十
八
名
で
あ
る
。
従
っ
て
大
牢
命
収
容
段
或
は
一
…
一
十
名
程
震
と
な
る
。

中
牢
は
田
何
年
九
月
五
日
に
よ
れ
ば
、



一寸

申
出
候
中
本
出
来
に
付
町
韻
之
者
一
一
一
十
六
人
之
内
廿
六
人
入
牢

町之
犠
鍔
之
通
被
仰
付
候
残
十
人
難
所
之
畿
紺
陵
町
新
町

ケ
所
立
荒
入
籍

差
置
族
議
番
人
之
儀
者
不
寝
番
講
鹿
競
広
付
夜
学
代
り

ケ
掛
川
江
大

入
宛
十
二
人
被
仰
付
夜
麹
り
二
人
窪
務
勤
余
り
人
数
之
儀
者
向
々
江
程
選

州
議
h
u
u
F
 

鋲
様
社
度
向
申
出
之
(
以
下
略
)
」

右
の

十
六
名
は
前
述
の
大
牢
に
叡
容
出
釆
な
か
っ
た
三
十
名
と
関
援
が
あ
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
中
牢
の
絞
容
濃
度
は

十
六
名
で
あ
る
。
か
く
て
大

の
規
模
で
お
ち
ほ
と
ん
ど
人
数
の
涯
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

をま

る。
女
牢
に
つ
い
て
は
収
容
限
度
を
示
す
史
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

「
藩

5
記
」
に
は
藩
主
等
の
担
読
や
法
要
に
際
し
て
大
赦
を
実
施
し
て
い
る
記

録
が
多
数
見
ら
れ
る
が
そ
の
者
達
は
入
牢
者
か
揚
屋
入
り
の
者
か
、
或
は
町
預
り

や
村
預
り
な
の
か
確
認
出
来
な
い
場
合
が
抵
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
募
末
の

ぞ
ず
ち
か

誌
記
上
弛
段
殿
〈
第
九
代
藩
主
寧
袈
公
〉

〆側、

八
宜

丹
十

の
大
赦
に
関
し
て
の
記
事
が
あ
り
下
御
儲

iq勝
-
一
文
配
の

h
u悼

下
二
十
題
名
の
入
牢
者
を
数
え
る
事
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
大
牢
と
中
牢
位
入
っ

二
十
一
回

て
い
る
者
の
合
計
数
か
大
牢
と
中
牢
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
方
の
数
で
あ
る
の
か
不

明
で
あ
る
。
牢
屋
は
火
災
や
老
朽
化
に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
た
り
再
建
さ
れ
た
り
し

て
い
る
事
が

に
散
見
さ
れ
、
寂
容
能
力
は
増
大
し
た
か
も
知
れ
な
い

を
議
乙
て
か
わ
ら
ず
、

し
か
も
文
化
一
一
年
以
降

に
は
揚
震
が

の

に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

如
収
容
議
度
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
十
名
程
変
と
克
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

揚
屋
の
叡
容
人
員
に
つ
い
て
確
認
出
来
る
記
録
は
前
述
の
牢
量
よ
れ
ソ
も
更
に
少

く
、
同
じ
く
嘉
永
六
年
十
二
耳
十
三
日
の
記
事
で
嶺
出
建
治
以
下
回
十
二
名
を
数

・明り

え
る
事
が
出
来
日
制
。
こ
れ
だ
け
か
ら
判
断
す
る
の
拭
危
険
で
あ
る
が
収
容
駿
度
が

幕
府

四
十
名
程
度
な
の
で
奉
ろ
う
か
。

の
叡
容
人
員
は
、

は
九
十
人
、

一
関
牢
も
八
、
九
十
人
、
揚

監は一一一、

四
十
入
、
少
な
い
と
き
で
二
十
四
、

五
入
、
女
牢
は
多
い
と
き
で

人
ぐ
ら
い
。
東
西
の
牢
を
合
わ
せ
て
四
百
人
ぐ
ら
い
で
、
少
な
い
と
き
で
.
三
百
人

品

m
h
H
u
p
 

ぐ
ら
い
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
津
軽
藩
の
百
名
を
少
し
越
す
程
度
の
人
員
と
で

は
規
模
に
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

笹
関
良
藤
氏

mu
江
戸
幕
府
役
報
集
成
弘

の

控註注注注注注法注

(1) 

。五1
一O
ム
ハ
東

設
平
太
郎
氏
、
江
戸
時
代
掛
度
の
研
究
工
後
刻
慰
五

中
ハ
貰

石
井
良
助
氏
可
江
戸
の
刑
窮
久
中
公
新
書
ご

O
二
1

。
四
葉

(3) (2) 

井
上
和
夫
氏
宅
諸
藩
の
荊
爵
&
コ
二
二
頁

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
「
鶴
男
巷
」
第
十
三
(
寛
政
本
)

-
印
は
筆

者
に
よ
る
。

(5) (4) 

-
印
は
筆
者
位
よ
る
。

一
七
に
あ
る
が
似
の
省
略

一一一一
一

弘
前
市
立
関
欝
館
蔵

第

o 

部
分
で
あ
る
。

(6) 

「
開
右
」
第
二
四
二
七

(7) 

「
藩
日
記
」
に
見
ら
れ
る
轄
鍔
か
ら
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

(8) 

「
薄
日
記
」
第

四
七

主導 (9) 

第
二
四
八

O

第
一
一
四
八
九

十

一日



注
自主

時「

町
奉
存
申
出
挟

富
野
村

長
七

(
安
永
八
年
〉

右
之
者
去
ル
業
年
馬
盗
人
次
五
右
衛
門
与
申
者
向
類
ニ
付
入
牢
被
抑
付

〈
安
永
九
年
)

御
愈
議
相
撲
去
々
年
片
付
之
議
申
上
障
鞍
者
ニ
御
麗
候
畑
地
日
頃
病
気
之

処
乱
心
F

一
寵
成
問
牢
之
者
与
一
一
市
に
華
麗
候
陥
者
取
掻
も
或
兼
殊
に
〆
方

と
も
不
宜
骸
旨
申
出
挨
関
西
尺
牢
之
内
江
鴬
分
入
替
申
付
置
候
言
申
出

之
逮
(
以
下
略
)

時「

」

¥
天
明
ニ
年
七
月
十
八
日
/

/
「
落
田
記
」
第
二
一
一

O
O
¥

鈴
牢
龍
御
徒
宮
村
申
渡
之
笠

金
木
組
嘉
瀬
村
輿
太
郎
養
子

強
需

我
儀
気
分
不
宜
一
…
問
所
笈
入
震
候
所
昨
年
十
一
月
九
日
一
関
所
押
破
出

親
興
犬
訓
仰
を
真
木
割
を
以
打
欝
い
た
し
候
蕗
(
中
略
〉

一一

瀬
村
課
市
儀
気
分
不
宜
親
を
打
殺
候
儀
ニ
付

行
申
出
銭

昨
年
十
一
月
入
牢
被
仰
付
鋲
鹿
段
々
荒
々
敷
間
居
之
者
共
薮
ガ
難
渋
琵

師
四
尺
年
江
入
費
候
智
寧
奉
行
申
出
ニ
付
〈
以
下
略
〉

鑑
之
官

」

¥
安
政
四
年
十
一
一
月
二
十
六
自
/

/
「
藩
日
記
」
第
一
ニ
一
一
一

O

¥

)
及
び
・
-
碍
は
筆
者
に
よ
る
。

右
の
史
料
か
ら
普
通
の
入
牢
者
ど
同
居
出
来
な
い
特
殊
な
併
と
思
わ

れ
る
。

在
主2

一
七
井
良
助
氏
苗
掲
審
九
五
頁

注
量3

叩「

審

第
二
二
一
二

注
同

「
藩
日
記
」
第
一
一
一
一
一
五
で
は
四
十
一
名
で
あ
る
。
青
森
騒
動
の
詳
細

に
つ
い
て
は
『
弘
前
市
史
h

(
護
政
綴
〉
七
八
六

t
七
八
七
貰
を
参
照

さ
れ
た
い
。

並
立自

「
藩
日
詑
」
第
二
二
一
四

ト
ド
M

州
出
明
喰

η

ぶ
仁

h
U
お
は

「
同
布
」
第
一
一
二
五
九
。
拙
稿
「
安
永
期
の
津
軽
藩
刑
法
に
つ
い

て
の
一
考
察
」

〈
「
国
史
学
」
第
九
十
七
号
〉
で
翼
政
陸
年
の
鰭

孝
院
の
一
周
忌
法
要
で
は
出
牢
者
が
一
六
九
名
で
あ
る
と
述
べ
て
お

、加盟.、.、

し
主
力

「
出
牢
井
居
村
俳
鏑
御
免
之
数
」
と
あ
る
か
ら
全
て
入
牢

-12-

者
で
は
な
く
村
預
等
も
含
ま
れ
て
お
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
機
会

民
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

注
Ú~ 

石
井
良
助
氏
前
掲
議
一
一
九
頁

四

牢
患
の
役
人

慕
府
で
は
町
奉
行
支
配
に
牢
監
奉
行
が
あ
り
牢
屋
敷
の
こ
と
を
一
さ
い
管
理
す

{
し
も
お
と
ζ
}

る
む
そ
の
下
に
寧
壁
間
心
と
咋
毘
下
男
お
よ
び
牢
屋
罷
師
が
い
る
。
関
心
は
そ
の

{
か
托
い
え
や
〈
)
〈
と

W
し
ら
}

勤
務
に
よ
っ
て
鍵
役
・
数
役
・
打
投
・

4
顕
・
世
話
役
・
書
投
・
賄
投
・
物
議
所

で
あ
ち
、

詰
・
平
番
・
勘
定
役
・
牢
番
等
に
分
か
れ
、
下
男
は
舟
心
の
下
で
雑
用
を
す
る
役

底
師
は
本
選
(
内
科
)
と
い
併
科
担
当
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
牢

麗
固
有
の
投
入
の
主
な
も
の
で
あ
え
そ
の
外
に
本
内
の
各
室
の
四
人
は
形
式
的

内，，U

に
自
治
的
な
組
織
が
許
さ
れ
て
い
弘



津
軽
蕃
で

の
投
入
は
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
た
階
麗
吏
で
牢
奉
行
・

る
。
牢
器
・
行
は

名
で
役
高
は
譲
子
四
十
俵

入
訣
持
で
あ

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
mv
下
に
牢
守
が
あ
っ

て

た
も
の
と

一
人
扶
持
で

患
わ
れ
る
。

交
雑
用
等
に
も
従

の
番
人
を
し
、

tま

事
し
た
も
の
で
為
ろ
う
か
。
そ
の
外
に
町
民
が
入
牢
者
ハ
揚
盤
入
ち
の
者
も
合
む
〉

っリ

に
対
し
第
気
の
診
察
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
麗
度
し
か
わ
か
ら
ず

入
牢
の

者
達
に
自
治
組
織
の
よ
う
な
も
の
を
認
め
て
い
た
か
ど
う
か
も
史
料
上
の
制
約
も

あ
っ
て
不
明
で
あ
る
c

註
(1) 

笹
関
良
彦
氏
前
掲
書

二

O
六

t
一二

O
頁

石
井
良
助
氏
前
掲
書

一O
五

t

一O
七
頁

住
(2) 

石
井
良
助
氏
前
掲
書

一
二

O
真

詑
(3) 

山
市
津
軽
藩
官
制
・
鞍
額
a
b

ハ
弘
蔀
事
立
国
書
館
'
霞
立
史

料
鵡
議
〉
こ
れ
は
明
治
に
な
っ
て
か

か
れ
た
も
の
で
あ
り
ぺ
藩
政

中
期
と
後
期
で
は

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
ま
っ

た
も
の
・
・
と
し
て
は
こ
れ
以
外

ιな
い
。

五

と
鵠

Eド

牢
屋
が
如
何
に
管
毘
さ
れ
て
い
た
か
お
よ
そ
の
様
子
が
元
禄
十
年
こ
六
九
七
〉

六
月
の
記
録
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
少
し
長
い
が
全
文
を
引
用
す
る
。

ー.，

費牢
屋
之
番
人
四
人
宛
ニ
部
少
主
出
張
欝
怠
桓
欝
可
申
不
最
重
夜
牢
之
内
外
錠

前
或
ハ
棚
其
外
所
々
に
心
を
付
切
々
克
舞
可
申
候
爵
番
一
期
之
鐙
た
ば
こ
火
随

分
火
之
元
少
茂
忽
諸
広
仕
関
敷
事

牢
屋
掃
除
五
日
に
一
室
宛
可
仕
事

附
牢
之
内
天
井
柱
格
子
四
方
之
板
井
敷
薮
雪
罷
等
迄
轄
晩
二
度
宛
無
残
所

心
を
付
見
可
申
事

江
預
壁
牢
舎
之
者
出
入
之
節
ハ
牢
守
ニ
相
渡
尤
牢
奉

合
出
入
可
為
致
事

江
朝
夕
之
食
物
之
外
火
道
具
金
物
之
績
不
寄
何
品

駿
不
可
入
候
衣

類
其
外
不
入
し
て
不
叶
物
脊
之
紛
糾
ハ
ハ

事

夜
ニ
入
一
族
部
牢
巌
出
入
盤

拡
て
出
入
仕
儀

よ

有
之
候
ハ
ハ
挑
燈
可
用
候
カ
尤
態
に
心
を
付
ゑ
を
入

牢
江
入
候
者
有
之
欝
者
町
奉
行
額
次
第
入
可
申
ザ
候
尤
其
者
之
名
村
所
香
細

- 13-

書
留
置
可
申
事

不
限
聾
夜
牢
屋
近
現
江
不
寄
持
者
不
可
為
立
寄
侯
若
立
止
者
有
之
候
ハ
ハ

早
漉
と
か
め
可
牢
候
怪
敷
者
様
ハ
ハ
拝
量
及
異
議
ニ
候
ハ
ハ
場
捕
早
々
在
進

可
仕
事

の
者
有
之
節
者
牢
奉
告
牢
守
牢
番
入
者
不
及
申
博
労
町
之
者
共
罷
出

入
可
申
供
頼
定
候

tr 

牢
食
之
事
牢
守
方
ニ
部
焚
出
し

番
人
喰
せ
一
円
申
供
食
物
之
内

ェ
何
回
一
雨
茂
嬢
敷
物
入
談
議
与
能
々
念
を
入
改
可
申
事

牢
舎
之
者
扶
持
米
之
議
恋
々
之
者
ハ
其
者
之
村
よ
り
賄
ず
へ
し
町
よ
り
牢

舎
之
者
有
之
ハ
其
町
よ
ね
ソ
扶
持
一
時
社
地
能
盟
壷
入
者
ハ
町
米
喰
せ
可
申
候
尤

牢
賄
請
事
之
量
制
約
紙
書
付
之
通
梧
違
無
之
様
可
仕
事



牢
を
諮
り
候
雨
入
牢
之
者
有
之
は
借
り
候
者
之
方
よ
り
抜
持
仕
候
間
喰
物
持

参
侯
ハ
ハ
番
人
議
取
組
定
之
通
組
改
喰
せ
一
型
車
事

牢
舎
之
者
続
気
其
外
都
死
有
之
ハ
阜
々
町
奉
行
迄
可
申
達
事

ニ
而
聾
者
に
見
せ
骸
鯖
者
瞳
者
協
差
を
議
所
ユ
差
置
病
人

牢
佳
之
内
よ
り
手
を
出
さ
せ
脈
取
せ
可
申
候
若
病
気
之
品
目
一
寄
左
様
に
難
成
者

ハ
相
何
可
任
差
国
事

牢
よ
り
出
し

ハ
町
奉
行
差
紙
無
之
し
て
竪
出
し
事
関
敷
事

持
関
之
者
有
之
節
毛
顕
銭
信
議
員
為
往
関
敷
事

牢
舎
之
者
死
罪
之
時
ハ
棺
定
之
地
蕪
務
違
様
に
可
相
守
尤
其
罪
人
軽
重
多

少
ニ
寄
至
其
時
差
閥
次
第
可
相
勤
事

万

移
民
構
之
内
或
者
平
鑑
近
所
よ
り
出
火
ウ
読
者
町
難
行
判
形
之
札
を
持

町
之
者
か
け
藻
可
申
候
問
其
札
嚢
枚
ニ
牢
舎
之
者
萱
人
宛
縄
下
戒
ハ
窃
か
へ

付
お
い
た
し
相
渡
齢
り
入
者
之
は
右
之
通
ニ
仕
博
勢
町
之
者
-
一
緒
取
申
付
牢

奉
行
井
牢
守
開
添
退
場
を
見
合
引
取
可
申
候
火
鎮
展
ハ
ハ
早
速
入
牢
申
付
其

皆
可
申
達
事

右
ケ
様
之
通
竪
可
相
守
者
也

月

l-

(1) 

右
民
よ
れ
ば
、
厳
重
な
牢
段
番
人
の
牢
内
見
廻
り
、

の
清
揚
は
五
回
線
に

の
鍵
を
管
理
し
牢
守
の
鍵
の
関
爵
に
は
立
ち
金
う
、
牢
屋

へ
食
事
そ
の
飽
の
蓋
し
入
れ
及
び
入
牢
者
に
食
べ
さ
せ
る
扶
持
来
の
出
し
方
等
に

行
う
、
牢
奉
持
が

つ
い
て
、

の
出
入
り
特
に
夜
の
出
入
り
の
厳
重
さ
、
同
徹
夜
に
限
ら
ず
牢
麗
附

近
を
う
ろ
つ
く
者
の

入
牢
者
の
病
気
や
死
亡
に
際
し
て

の
処
置
、
拷

間
は
故
怯
晶
員
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
事
、
牢
鼠
及
び
牢
屋
附
近
の
ご
火
災
拡
於

け
る
入
牢
者
の
取
り
扱
い
方
等
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し

の
管
理
拭
必
ず
し
も
態
調
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
初
。

元
禄
十
年
よ
り
は
か
な
り
後
に
な
る
が
寛
政
九
年
ハ
一
七
九
七
〉
八
月
十
日
の
記

織
広
よ
る
と
、
牢
内
へ
持
ち
込
み
撰
止
の
品
物
を

て
も
ハ
具
体
的
品
名
は
不

明
〉
牢
守
や
牢
艶
番
人
等
の
患
り
扱
い
方
恕
何
に
よ
っ
て
き
ま
り
が
守
ら
れ
な
い

た
め
に
禁
止
品
を
使
っ
て
牢
載
り
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
そ
こ
で
牢
鮭
敷
内
に
長

夜
と
も
牢
潜
行
四
人
が
勤
務
し

の
揚
除
を
不
意
に
作
い
、
そ
の
際
に
入
牢
者

を
裸
に
し
て
加
の
牢
に
移
し
町
関
心
と
牢
難
行
の
立
会
い
の
も
と
に
牢
守
が
穣
で

牢
拘
を
清
掃
す
れ
ば
検
閲
が
雛
践
的
に
行
わ
れ
る

に
な
れ
ソ
禁
止
の
品
物
が
臨
さ

れ
て
い
る
事
も
無
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
館
。

牢
破
り
に
つ
い
て
は
津
軽
薄
の
刑
法
「
策
政
律
」

ハ
寛
政
九
年
三
月
制
定
〉
の
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「
八
九
、
科
人
出
牢
」
に
ニ
ヵ
条
が
初
め
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
始
。

「
文
化
律
」

ハ
文
化
七
年
三
月
に
「
寛
政
律
」
改
訂
増
襟
し
完
成
し
た
も
の
〉

の
「
二
一
一
九
、
国
人
出
奔
致
サ
セ
候
者
御
仕
霞
ノ
事
」
に
は
ニ
カ
条
と
そ
の
補
足

説
務
が
見
ら
れ
る
問
。
他
藩
の
例
で
は
護

mm藩
の
「
議
関
滞
律
」
ハ
文
化
六
年
制
定
〉

に
「
八
十
一
、
牢
般
手
鎖
外
シ
御
構
之
地
江
立
諦
侯
者
御
仕
麓
之
事
」
と
あ
り
十

一
一
カ
粂
及
ヴ
十
四
の
倒
が
問
加
え
詳
結
な
規
定
で
あ
る
制
。

い
ず
れ
も

ハ
幕
府
法
〉
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
も
お
で
あ
り
、
牢
破
り
の
鈴
立
対
策
を

意
味
す
る
と
同
時
拡

の
管
理
が
次
第
に
整
備
さ
れ
て
来
た
事
を
訴
す
も
の
で

あ
ろ
う
。

牢
内
の
国
禁
具
と
し
て
ま
文
政
八

(
織
林
春
賂
〉
・
・

ご
牢
奉
行
申
出
鋲
・
結
審
庵
定
鉄
懸
置
候
犠
被
僻
付
候
間
昨
日
よ
り
足
鉄
懸
置

串
鞍
尤
乎
鉄
之
護
者
被
仰
付
無
御
座
侯
爵
懸
麓
不
山
中
脇
信
申
出
達
之
」
川

月
二
十
一
日
に
、



と
与
え
る
。
足
鉄
は
域
定
旬
、
手
一
鉄
一
は

は
わ
か
ら
な
い
。
勿
論
、
穫
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
幕
府
の
囚
禁
具
で
あ
る

の
事
と
患
わ
れ
る
が
構
造
ま
で

鏡
、
牢
内
繰
の

に
準
ず
る
も
の

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
全
て
の
入
牢
者
が
菌
禁
具
を
つ
け
て
い
た
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
c

次
に
入
牢
者
の
夜
食
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
克
禄
十
六
年
十
月
十
西
日
に

一「

牢
嚇
中
行
義
酉
久
兵
第
番
付

演
申
立
候
者
牢
舎
之
者
武
拾
人
衣
類
散
々
援

〈
味
堵
の
縄
日
主
本

γ

薄
ク
御
座
候
衣
類
驚
ツ
茂
可
被
下
室
哉
之
設
申
盟
僻
村
葺
却
水
江
柑
連
名
緯

入
費
ッ
宛
相
渡
侯
様
ニ
と
議
申
候
持
者
綿
入
萱
ツ
宛
買
上
ケ
相
渡
侯
様
ニ
と

勘
定
奉
行
江
申
選
之

L-

(8) 

と
あ
る
。
京
類
の
支
給
規
副
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
断
片
的
史
料
か
ら

で
は
実
態
は
つ
か
め
な
い
と
し
て
も
薮
れ
て
薄
く
な
り
か
な
り
ひ
ど
い
様
子
で
あ

っ
た
事
が
想
像
出
来
る
。
食
事
は
一
日
の
菌
数
や
分
量
に
牢
の
種
類
、
男
女
別
等

に
よ
っ
て
少
し
は
差
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
菌
数
は
揚
臨
胞
が
一
一
討
に

一
思
と
あ
る

の
で
同
じ
と

れ
る
が
、
分
量
だ
け
は
「
牢
舎
之
者
と
も
飯
料
之
犠
者
一

B
壱

人

持
四
合
五
タ
雑
用
銭
之
儀
者
夏
冬
共
-
一
束
分
宛
波
来
穣
有
候
倒
」

の
で
標
準
が
わ
か
る
。
幕
府
で
は
平
民
人
で
四
合
五
勺
で
あ
る
か
ら
大
体
同
じ
と

よ
い
鵠
。
し
か
し

-
天
保
の
大
飢
鏡
花
よ
る
食
料
事
情
の
態
牝
は
入

牢
者
に
も
漂
鶏
な
膨
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

支
明
一
一
一
年
ハ
一
七
八

十
月
五
日
に
、

「
(
以
上
略
〉
説
設
牢
舎
之
者
並
合
同
一
泰
道
議
も
片
飯
萱
合
粥

(
家
者
の
森
時
主
膳
)

段
可
車
通
与
奉
害
旨
申
出
之
主
膳
江
達
之
牢
賭
之
儀
一
統
片
飯
一
合
一
一
一
タ
積
率

被
持
候
ハ
ハ
其

付
候
泰
道
儀
も
右
之
通
賄
申
付
旨
申
遺

名
に
見
え
る
「
片
飯
」
は
「
尽
鉱
」
と
毘
い
ん
で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、

4
M
 

白
H
弘・

時

食
の
う
ち
片
一
方
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
明
の
大
観
鐘
の
窮
状
か
ら

ず
れ
ば

一
民
に
粥
一
合
三
タ
だ
け
給
し
た
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。

天
明

年
の
末
か
ら
翌
年
に
一
息
ち
牢
死
が
増
加
し
て
い
る
の
は
牢
内
の
環
境
の

思
さ
も
あ
ろ
う
が

て
右
の
事
需
に
よ
る
の
で
あ
る
路
。

天
保
九
年
ハ
一
八
三
八
〉
六
月
二
十
九
百
に
、

「
ハ
以
上
略
〉
牢
舎
之
者
と
も
飯
料
之
儀
者
一
日
萱
入
-
一
付
田
舎
五
タ
雑
踏
m
銭
之

儀
審
一
皮
冬
共
一
一
覧
分
先
渡
来
龍
者
候
(
中
略
〉
牢
Am
尚
之
者
と
も
単
践
者
壱
人
死
付

一
昌
三
合
八
タ
雑
用
銭
之
議
者
夏
冬
と
も
者
分
五
厘
宛
護
方
可
被
抑
付
哉
之
議

申
出
之
通
申
付
之

在事

と
あ
っ
て
西
合
五
タ
が
三
合
八
タ
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
天
低
十
年
〈
一
八
三
九
)

三
月
四
日
に
は
、

「
(
以
上
略
〉
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人
ニ
付
蕉
合
五
タ
雑
思
議
之
犠
者
夏
冬
共
護
分
五
盛
宛
渡

方
可
被
仰
付
設
之
儀
申
出
之
通
申
付
之

主義

と
見
え
る
が
、
一
一
一
合
八
タ
か
ら
更
に

記
減
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

る

天
保
十
一
年
ハ
一
八
四

O
〉
六
月
十
八
日
に
、

司、

町
奉
行
申
出
銭
牢
A
陪
揚
屋
入
之
者
共
飯
料
井
雑
思
議
増
渡
被
抑
付
度
言
申
出

接
待
と
も
此
節
御
米
金
御
配
御
中
ハ
ケ
敷
鐸
場
合
ニ
作
難
被
仰
村
奉
存
候
縛
共

段
々
申
出
罪
人
与
者
乍
申
不
得
正
事
相
関
樽
候
間
牢
舎
之
者
是
迄
一
日
壱
入

ニ
持
試
合
五
タ
之
処
五
タ
増

合
揚
屋
入
之
者
是
認
一
自
費
人
ニ
ハ
符

処
五
タ
増
一
一
一
合
蕊
タ
施
被
停
付
候
様
雑
用
増
譲
渡
之
儀
者
難
被
仰
付
侯
様
附

紙
之
通
車
付
之

U5) 

五
タ
増
え
て
一
一
一
合
に
な
っ
て
い
る
。
天
保
の
大
飢
鍾
で
は
天
明
揺
の

の
ぶ
は
る

そ
れ
に
比
較
し
て
蕃
内
の
銭
死
者
が
・
少
な
か
っ
た
の
は
‘
議
明
(
第
八
代
藩
主
〉

と
あ
っ
て
、



以
来
犠
荒
貯
蓄
の
鱗
度
が
錆
わ
っ
た
の
と
、
そ
の
救
済
策
の
よ
ろ
し
き
を
得
た
た

め
で
あ
っ
た
回
。
従
っ
て
牢
死
者
は
「
藩
寝
起
」
に
か
な
り
散
見
さ
れ
る
も
の
の

(
食
斜
だ
け
で
な
く
環
境
の
悪
さ
拡
よ
る
)
、
牢
壁
の
食
料
事
構
が
天
明
年
間
と

比
較
し
て
か
な
り
よ
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

揚
震
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
軽
い
響
畿
で
長
期
間
町
預
り
や
村
預
り
に
す
る

と
町
や
村
の
重
い
負
艶
と
な
る
の
で
‘
そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
文
化

拡
初
め
て

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

揚
盤
の
内
部
構
造
や
管
理
の
様
子
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
牢
艶
よ
り
も
吏

に
知
り
得
る
史
料
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

文
化
ニ
年
一
ニ
月

十
五
日
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
〈
以
上
略
〉

揚
展
開
数
井
住
勝
取
之
犠
者
先
墳
時
蝿
之
通
健
相
疎
開
挟
ニ
付
明
り
取
ス
カ

シ
格
子
之
護
者
引
垂
木
位
之
本
品
相
思
挟
様
其
外
手
水
蕗
共
御
締
合
-
一
一
相
成

候
様
御
取
韓
被
持
付
長
様

先
喋
略
霞
之
通
鰐
相
祷
検
番
人
詰
所
之
義
詮
議
之
役
人
相
詰
鋲
場
所
相
兼

候
ニ
付
繰
無
シ
援
敷
方
被
停
付
候
様
御
詮
義
之
者
能
者
候
関
内
井
入
定
相
詰

龍
有
侯
勝
手
共
茶
羽
難
敷
方
被
部
付
長
様
尤
御
詮
議
之
者
に
寄
茶
羽
蓬
ニ
難

華
麗
者
者
薄
縁
叉
者
菅
畳
間
葉
敷
方
之
犠
者
時
々
私
共
品
市
差
略
可
仕
奉
存

候
御
栓
義
之
者
有
之
右
揚
艶
江
被
差
健
挨
節
番
人
町
同
心
武
人
宛
査
夜
四
人

不
寝
之
番
致
候
様
外
ュ
町
人
足
武
人
宛
娃
叉
前
審
問
様
梧
詰
候
様
被
搾
付
候

様
高
揚
屋
惣
見
繕
万
平
日
馬
喰
町
月
行
事
出
掛
被
縛
付
鋲
様
猶
叉
御
詮
義
之

者
賄
方
之
義
者
護
婦
五
拾
文
位
之
穣
を
以
詐
漬
物
ニ
而
一
日
試
食
宛

被
停

付
右
費
出
之
義
者
A
A
迄
馬
喰
町
月
行
事
よ
れ
仕
出
縮
問
一
被
仰
骨
抜
様

揚
震
配
被
差
霊
侯
者
共
賄
鍍
之
義
者
他
領
者
之
分
者
上
よ
り
渡
方
被
伸
付
時

悲
九
諸
問
之
分
者
其
度
々
立
替
渡
被
抑
付
牽
年
態
調
之
蕗
ニ
蕗
向
々
よ
h

ツ
取
立
上

納
被
仰
付
候
糠
左
候
ハ
ハ
賄
銭
漉
方
之
義
者
大
勢
之
願
者
五
日
切
少
勢
之
第

月

者
十
自
切
と
歎
渡
方
被
仰
討
候
様
尤
賄
銭
手
都
市
馬
喰
町
月
行
事
預
麓
町
関
心

引
取
候
様
被
仰
持
続
様

揚
農
内
之
入
口
錦
締
合
之
儀
縄
詮
義
之
者
出
入
者
之
節
井
食
事
等
之
鮪
斗

開
キ
置
其
録
者
警
夜
〆
切
藍
候
様
尤
湯
水
等
之
義
者
ス
カ
シ
窓
よ
灼
r
〈
足
差
出

侯
梯
被
抑
付
挟
様
(
以
下
略
)

(1.7) 

右
の
史
料
か
ら
揚
盤
の
内
部
構
造
を
推
測
し
得
る
も
の
と
し
て
、
明
り
取
り
を
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つ
け
る
‘

ス
カ
シ
格
子
に
は
引
掻
木
ぐ
ら
い
の
木
を
使
思
す
る
‘
便
所
は
競
走
出

来
な
い
よ
う
薮
重
に
作
る
、
番
人
の
詰
所
に
敷
く
畳
や
薙
の
種
類
等
の
事
に
つ
い

て
で
あ
る
む

管
理
は
番
人
ニ
人
と
町
関
心
二
人
が
盛
夜
の
不
寝
番
を
し
焚
に
町
人
足
二
人
が

揚
屋
に
詰
め
る
、
揚
盤
入
の
者
に
対
す
る
金
事
は
汁
と
讃
物
で

民
に
一
一
余
と
し

馬
喰
町
の
月
有
事
が
仕
出
賄
い
を
相
当
す
る
、
揚
屋
内
の
入
口
は
御
詮
議
の
者
の

出
入
り
が
あ
る
時
や
食
事
の
差
入
れ
以
外
は
長
夜
共
に
閉
め
て
お
き
揚
水
な
ど
は

ス
カ
シ
窓
か
ら
人
足
が
差
し
出
す
の
で
あ
る
。

の
管
理
と
関
様
に
か
な
ち
厳

重
で
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

食
事
の
分
量
と
雑
用
銭
江
文
化
八
年
三
八
一
一
〉
の
慌
で
は

一
自
に
自
米

五
合
と
そ
の
ほ
か
に
雑
用
銭
七
分
七
盛
五

あ
る
勝
。
幕
府
と
比
較
し
て
米
は
関

程
度
と
し
て
も
雑
用
綾
は
幕
府
の
十
五
文
に
対
し
て
か
な
り
高
い
よ
う
で
あ
る
刊
。



藩
内
の
牢
患
と
の
比
較
で
は
、
天
部
隊
九
年
六
月
一
一
十
九
日
に
よ
れ
ば
、
牢
患
の
米

四
合
五
タ
を
一
一
一
合
八
タ
広
雑
用
銭
夏
冬
二
分
を
一
分
五
麗
に
誠
ら
し
て
い
る
の
に

対
し
、
揚
堅
で
は
米
大
合
五
タ
を
間
合
に
雑
用
銭
夏
五
分
五
麗
を
一
一
一
分
に
冬
六
分

五
躍
を
四
分
に
し
て
い
る
憾
。

天
課
十
年
一
一
一
月
四
日
に
よ
れ
ば
、
牢
髭
の
一
一
一
合
八
タ
が
こ
合
五
タ
に
菱
冬
の
一

分
五
謹
は
変
ら
な
い
の
に
対
し
、
揚
躍
の
四
合
が
一
一
一
合
に

分
冬
四
分
が
夏
冬

共
に
二
分
と
註
っ
て
い
る
山
。

天
保
十

年
六
月
十
八
時
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
分
量
よ
り
少
し
壊
し
て
牢
髭
の

二
台
五
タ
が
一
一
一
合
V
L

揚
監
の
一
一
一
合
が
一
一
一
合
五
タ
と
な
り
雑
用
銭
は
牢
麗
揚
屋
共
そ

れ
ぞ
れ
前
年
と
変
っ
て
い
な
い
路
。

主
に
述
べ
た
事
か
ら
天
保
の
大
鍛
錬
に
探
し
て
牢
援
と
揚
屋
の
待
通
悪
化
の
様

子
が
わ
か
る
の
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
の
時
で
も
牢
麗
よ
り
揚
農
の
持
過
が
若
干

よ
い
の
だ
か
ら
平
常
の
年
で
は
揚
陸
が
牢
屋
よ
り
も
条
件
が
多
少
よ
か
っ
た
事
は

当
然
で
あ
り
容
誕
の

広
よ
る
差
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

次

入
り
に
つ
い
て
入
牢
と
の
関
連
を
通
じ
て
議
議
の
機
能
を
考
察
し
て

見
る
。
揚
援
の
設
置
理
由
は
前
述
の
通
り
で

云
う
な
ら
ば
容
疑
の
軽
い

者
--VM
収
容
す
る
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
麓
度
の
容
疑
や
犯
罪
で
入
牢
に
な

る
の
か
、

又
は
接
麗
入
り
に
な
る
の
か
「
蕃

R
記
」
に
日
比
え
る
判
備
の
分
析
か
ら

明
確
な
基
準
を
決
め
る
事
は
罰
難
で
あ
る
。

ま
だ
揚
援
の
な
い
文
化
二
年
以
前
で
は
、

町
預
り
や
村
預
り
等
の
者
以
外
は
す

ベ
て

に
収
容
さ
れ

そ
の
主
た
る
対
象
は
町
人
と
農
民
で
あ
り
そ
の
ほ
か
下

級
武
士
も
含
ま
れ
て
い
た
事
が
「
藩
日
記
」
に
見
ら
れ
る
多
数
の
判
例
か
ら
言
い

得
る
。

文
牝
七
年
ハ

八
一

O
〉

一
月
十
八
日
広
よ
れ
ば
、

.....， 

ハ
以
上
略
〉
綱
目
見
以
下
之
分
者
常
人
及
自
紋
不
申
銭
高
茂
嬢
敷
担
問
得

候
分
者
兼
高
揚
り
盤
入
之
上
御
詮
議
方
被
仰
付
罷
帯
棋
得
共
錦
昌
見
以
上
之

接
者
嘗
人
及
白
紋
不
申
内
者
揚
監
入
之
上
御
詮
議
申
上
候
先
例
無
得
盤
候
締
約

議
衛
目
見
以
上
之
旋
ニ
荷
茂
私
共
ニ
話
口
開
詮
議
之
上
及
虫
扶
侯
節
者
其
罪

科
ュ
寄
麗
回
一
揚
麗
入
不
被
仰
付
侯
務
者
出
奔
之
程
難
斗
尚
又
宿
一
克
江
相
返
候

務
者
如
何
様
之
取
巧
仕
儀
設
難
ヰ
族
茂
可
者
御
座
哉
四
一
奉
苓
候
髄
間
以
来
御

目
見
以
上
之
族
ニ
而
茂
罪
科
有
之
払
共
ニ
高
日
開
設
議
之
節
及
白
獄
候
分
者

其
族
同
一
寄
私
共
時
一
面

ニ
揚
屋
入
申
村
其
智
調
達
申
上
候
様
被
停
討
候
様

ハ
以
下
略
〉

鍛

と
鬼
え
る
。
こ
れ
は
御
鴎
見
以
下
の
武
士
は
白
状
し
な
く
て
も
疑
わ
し
い
場
合
は

揚
麗
入
り
で
、
御
目
見
以
上
の
武
士
で
白
状
し
立
け
れ
ば
揚
麗
入
り
さ
せ
な
い
が
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白
状
し
た
時
は
其
の
犯
罪
の
内
容
と
人
物
花
よ
っ
て
揚
展
入
り
に
し
た
い
と
い
う

四
車
中
朽
の
申
出
で
あ
る
。
従
っ
て
武
士
の
揚
農
入
ち
は
身
分
に
よ
っ
て
差
異
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
て
下
級
武
士
拭
「
揚
巌
ハ
入
り
〉
之
内
」
と
記
さ
れ
農
民
・
町
人
を
対
象

と
す
る
「
寛
致
棒
」

「
文
化
律
」
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
る
判
慨
が
「
審
日
記
」

に
散
見
す
る
の
で
は
っ
き
ち
す
る
が
、

上
級
武
士
は
楊
盤
へ
収
容
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
坊
腹
・
関
門
・
聾
屠
・
御
預
け
・
役
下
げ
・

御
暇
と
い
っ
た
刑
罰
が
適
舟
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

文
政
十
三
年
ハ
一
八
一
一
一

O
〉
一
一
一
月
十
三
日
に
、

四幽可

牢
奉
行
申
出
候
牢
舎
之
者
と
も
此
路
大
勢
ニ
相
成
語
所
無
御
座
昨
日
能
領

者
一
一
一
人
御
引
上
入
牢
被
抑
付
絵
患
者
之
者
共
女
牢
笈
入
麓
誤
に
付
女
牢
畳
間



相
塞
り
外
人
数
蒸
ケ
牢
江
張
分
ケ
入
侯
虞
此
上
入
牢
之
者
被
仰
付
候
而
茂
居

所
無
御
座
候
間
此
末
縄
出
上
ケ
之
も
の
等
鄭
堕
候
者
揚
麗
入
ニ
而
茂
可
被
仰

付
哉
之
儀
何
之
通
申
付
之
L

鈍

と
あ
る
。

右
の
史
料
か
ら
牢
患
が
満
員
で
あ
る
か
ら

せ
る
べ
き
飽
領
の
者
世
女
牢

の
一
部
に
収
饗
す
る
。
更
に
こ
れ
以
上
入
牢
者
が
増
加
す
れ
ば

ι
入
れ
た
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
臨
時
の

は
思
う
が

展
の
混
同
し
た
使
用
が
う
か
が
え
る
。

御
留
守
尉
支
配
で
あ
る

狂
っ
た
の
で

へ
収
犠
し
て
ほ

ム
ハ
の
締
が

し
い
と
い
う
申
出
が
出
さ
れ

し
か
し
‘

「
ハ
説
上
略
〉
是
議
女
子
不
行
状
之

故
宮
以
申
立
暢
陸
入
被
仰
付
犠
縄
鵠
蕪
簿
蔑
競
関
難
被
停
付
皆
被
仰
付
候
ハ
以
下

略
〉
」
岡
山
の
よ
う
に
武
士
の
女
は
前
例
が
な
い
と
い
っ
て
却
下
さ
れ
て
い
る
の
が

天
保
十
一
二
年
ハ
一
八
四
二
〉
九
丹
七
日
に
莞
え
る
。

米
の
不
正
を
し
た
小
橋
村
の
三
人
中
男
二
人
は
揚
麗
入
ち
で
、

の
よ
と
い
う
女

に
つ
い
て
は

「
ハ
以
上
略
〉
女
之
議
者
死
罪
姦
罪
之
外
揚
量
入
不
梧
成
旨
ニ
付

女
の
よ
議
者
別
紙
之
通
年
寄
在
方
玄
讃
量
ハ
以
下
時
〉
」
簡
と
安
政
四
年
(
一
八

五
七
)
八
月
二
十
八
日
に
あ
る
c

右
に
よ
れ
ば
女
の
軽
い
犯
罪
は
村
預
り
で
処
理

す
る
よ
う
で
あ
る
。

右
の
ニ
つ
の
史
料
か
ら

武
士
の
女
は
揚
患
に
は
取
寄
せ
ず
、
農
民
や
町
人
の

女
で
犯
罪
の
軽
い
者
は
村
預
り
や
町
預
り
に
よ
っ
て
処
理
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
を
も
っ
て
女
の
揚
陸
入
り
に
つ
い
て

穀
北
し
持
る
と
断
定
し
か
ね
る
が
、

厳
代
藩
主
の

に
際
し
て

て

へ
収
容
す
る

人
数
が
次
第
に
増
加
し
、
時
に
は
期
却
を
取
容
す
る
た
め
に
女
牢
を
利
用
し
て
い
る

く
ら
い
で
あ
る
か
ら
犯
弾
件
数
と
人
数
は
男
が
ま
倒
的
に
多
い
の
で
あ
り
、
脱
走

等
の
定
換
も
少
な
い
女
は
町
韻
り
や
村
預
り
等

κし
て
揚
盤
に
収
容
す
る
の
は
非

常
に
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

牢
屋
や
轟
農
は
一
一
般
社
会
か
ら
踊
離
さ
れ
た
世
界
で
環
境
の
怒
さ
w
L

加
え
議
員

に
な
る
と
条
件
が
更
に
懇
北
し
牢
死
が
憎
唱
え
た
り
す
る
。
従
っ
て
人
々
が
貯
ん
で

入
る

あ
る
。
次
の
史
料
は

f町、

と
こ
ろ
で
な
い
の
は

告
の
も
の
で
あ
る
が
、

四寸

行
申
出
候
揚
艶
入
之
者
仲
介
是
匙
飯
料
舛
雑
用
銭
其
外
諸
品

御
立
替
護
綾
部
付
者
之
分
在
町
よ
り
年
々
・
よ
納
可
相
成
分
近
年
連
作
ニ
捷
無
地

上
続
無
之
毎
立
替
渡
語
己
栢
或
語
申
候
黙
者
蛍
時
究
民
之
者
共
取
纏
難
相
成

御
一
児
締
艶

鹿
よ
り
求
諒
一
患
巧
等
ニ
歪
揚
量
入
御
養
預
候
様
子
粗
相
関
得
者
故
哉
誌
艶
揚
屋

入
之
者
大
勢
報
或
最
亭
居
所
茂
無
之
趣
担
開
得
申
候
猶
叉
御
米
鐘
御
賦
必
至
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与
御
差
支
御
家
中
護
茂
御
行
届
難
被
為
成
御
場
合
ニ
付
此
上
御
立
替
護
難
椙

成
奉
存
侯
依
之
在
者
在
方
町
者
町
方
江
御
預
被
仰
付
候
様
左
候
者
自
然
御
締

茂
組
立
可
申
叩
与
奉
脊
族
関
右
之
趣
夫
々
被
抑
付
候
申
出
通
申
付
之

cll) 

と
あ
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
揚
屋
入
ち
の
者
が
増
加
し
て
満
員
と
な
り
収
容
し
き
れ
な
い
の

で
村
や
町
で
そ
れ
ぞ
れ
務
か
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
揚
陸
は

よ
り
も
前
述
し
た
よ
う
に
待
選
が
少
し
よ
い
の
で
飢
鱒
の
た
め
に
シ
ャ
パ
で

に
端
い
で

る
よ
ち
は
議
展
入
れ
ソ
拡
な
る

の

い
行
為
な
し
て

J¥ 

収
蜘
甘
さ
れ
る
と
最
低
畑
限
度
の
J

シ
ャ
パ
で
餓
死
す
る
よ
り

死
亡

様
障
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ず
る
危
険
も
あ
ろ
う
が
、

り
を
襲
ん
だ
の
で
あ

ら
う
。
こ
れ
法
湾
人
や
農
民
む
中
で
も
生
活
力
の
錫
い

の
窮
余
の

策
で
島

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



最
後
に
揚
巌
へ
収
容
さ
れ
て
い
る
期
間
巴
ふ
れ
て
お
く
Q

「
藩
日
記
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
揚
震
入
り
の
者
連
の
判
倶
で
は
い
つ
入
っ
た
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
歴
代
藩
主
の
法
要
等
に
際
し
て
大
教
を
実
施
す
る
為
の
取
調
欝
に
は
年
代

の
わ
か
る
の
も
あ
ゐ
。
例
え
ば
天
保
十
四
年
〈
一
八
鴎
一
一
一
〉
七
月
五
日
で
は
、
}

〈

天

保

十

三

年

〉

鏑

「
去
寅
年
携
盤
入
」
と
か
五
丹
揚
麗
入
」
と
名
前
の
よ
拡
記
さ
れ
て
い
る
。

)
十
二
月
十

自
に
は
揚
麗
入
り
の
者
が
四
十
三
名
教
え

嘉
永
六
年
〈
一
八
五

ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
天
保
十
年
〈

八
一
二
九
〉
か
ら
十
四
年
間
も
入
っ
て
い
る

者
も
あ
る
が
嘉
永
五
年
〈
一
八
五

〉
か
ら
の
者
が
非
常
に
多
い
。
従
っ
て
揚
麗

の
収
容
期
開
は
一
年
以
内
が
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注
(1) 

〈
寛
政
本
。
第
十
一
一
一
「
牢
盤
」
〉
。

「
薄
日
記
」
に
は

「
御
用
務
」

晃
え
な
い
。

住
(2) 

一
一
二
ニ
例
を
あ
げ
れ
ば
牢
破
り
の
為
寛
保
四
年
正
月
二
十
一
語
(
同

右
の
御
用
捧
)
に
、
牢
奉
行
以
下
の
役
人
が
罰
せ
ら
れ
百
十
一
自
自
で

「
槙
」
が
許
さ
れ
て
い
る
。

天
明
二
年
八
月
一
一
一
日
(
「
藩
日
記
」
第

ニ
O
一
〉
に
、
牢
緩
り
が

あ
っ
た
の
は
牢
屋
の
投
入
の
勤
務
の
悲
情

ιあ
る
と
し
て
、
牢
事
行
以

下
の
役
人
の
判
慨
が
あ
る
。

寛
政
九
年
八
月
十
一
日
〈
「
藩
日
記
」
第
二
回

O
O
)
に
も
牢
守
以

下
の
判
例
が
あ
る
。

注
(3) 

「
藩
日
記
」
第

問。。

注
(4) 

氏
「
弘
前
藩
御
刑
法
牒
〈
寛
政
樟
)
」

〈
「
弘
前
大
学
問

蝦
名
席

史
研
究
」
第
十
五
・
十
六
合
併
号
所
政
)
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の

に
よ
る
。

注
(5) 

弘
前
市
立
図
書
館
議
「
菅
森
県
刑
法
・
警
察
史
爪
文
化
律
〉
」

こ
れ
は
青
森
県
警
察
史
史
料
編
集
委
員
中
村
元
吉
氏
に
よ
っ
て
史
料

と
し
て
復
期
〈
ガ
リ
版
腕
り
〉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
巻
所
寂
〉

「
盛
簡
藩
律
」
全
〈
京
務
大
学
法
学
部
編
『
近
世
護
法
資
料
集
成
第

設
(6) 

注
(7) 

「
藩
ロ
M

記
」
第
一
一
七
五
三

文
教
八
年
六
月
二
十
一
日
。

印
は
筆
者
に
よ
る
。

注
(8) 

「
向
右
」
第
五
二
一
一
一

一
苅
禄
十
六
年
十
月
十
四
日
G

よ
る
。

注
(9) 

「
同
右
」
第
ニ
九
六
五

天
保
九
年
六
月
二
十
九
百

お
井
良
駒
氏
前
揚
審
二
一
一
ニ
頁
。
石
井
良
樹
氏
可
江
戸
町
方
の
制
度
』

住
UO) 

五
八
頁
。

註
nl) 

「
藩
日
記
」
第
一
一
ニ
一
五

設

ω 

描
犠
「
安
永
期
の
捧
軽
藩
荊
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

第
九
七
号
所
収
)

設
妙

「
審
日
記
」
第
二
九
六
五

設
立毒

「
同
右
」
第
一
一
九
七
六

注
n5l 

「
関
右
」
第
二
九
九
一
一
一

注
在韓

吋
弘
前
市
史
』
藩
敦
錨
七
七
七
覧

住
的

「
藩
日
記
」
第
二
四
八
一

注
立場

文
化
八
年
五
月
一
日

「
持
右
」
第
二
五
六
六

注
同

若
井
良
郡
氏
『
江
戸
の
刑
罰
h

一
三
二
頁

注
悌

註
M
W
参
照
の
事
。
省
略
し
た
部
分
花
見
え
る
む

〆側、

〉
と
・

f・句、

)
は
筆
者
に
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〈
「
国
史
学
」



在
的

注

ω参
照
の
事
。
省
略
し
た
部
分
を
含
む
。

註
関

注
M
M
参
照
の
事
。

詮
O) 

「
藩
日
記
」
第
二
五
四
七

注
儲

「
同
右
」
第
二
八
一
六

詮
関

第

。
ニ
ニ

詑
腕

第

二
七

設
程7)

第
二
九
七
六

設
鵠

〉
は
筆
者
に
よ
る
む

第一一一

O
一一一二

注
側

住

m参
照
e

「
藩
誌
記
」
第
一
一
一
一
五

一
一
一
、
種
類
と
収
容
人
員
の
項

九

五

し
て
の
入
牢

1ft] 

牢
麗
と
揚
監
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
主
と
し
て
未
決
閣
を
拘
禁
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
同
時
に

は
制
判
決
後
記
服
役
さ
せ
る
場
一
枚
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
刑

制
約
と
し
て
の
入
牢
紅
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

永
牢
と
徒
刑
に
代
る
牢
居
の

種
鎖
が
あ
る
。
最
初
に
永
牢
の
備
を
い
く
つ
か

指
擁
し
て
見
る
。

七
九

O
)
六
克
二
十
九
日
に
、
湊
村
の
与
助
が
幼
年
で
母
の
巡

寛
政

年

礼
に
従
い
母
が
途
中
で
死
亡
し
た
の
で
凱
克
と
な
れ
ソ
他
額
で
態
事
を
撞
い
た
。
帰

藩
し
て
も
そ
の

し
の
治
父
に
は
保
護
し
て
も
ら
え
ず
、
患
い
仲
間
伊
恥
入
る

の
を
伊
ぐ
た
め
永
牢
に
な
っ
た
と
見
え
る
。
享
和
三
年
〈
一
八

O
一
二
)
士
一
足
六

の，
G

訟
に
は
、
+
郡
石
組
舘
村
の
久
七
が
向
年
八
丹
に
蒋
を
盗
ん
で
佑
鎖
へ
売
り
払
い
斬

揮
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
永
牢
と
な
っ
て
い
る
。
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
十

qo 

一
一
月
四
自

ι叫
他
寵
者
の
額
次
郎
が
ニ
百
六
十
両
と
衣
類
を
盗
ん
で
斬
罪
と
な
る

べ
き
と
こ
ろ
を
永
牢
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
偶
が
あ
る
。

町
人
の
例
で
は
、
一
一
一
関
監
事
右
寄
門
が
過
分
の
銭
を
引
負
い
藩
へ
の
年
斌
上
納

が
避
れ
そ
の
上
大
援
の
銀
主
か
ら
借
金
を
し
た
た
め
に
底
知
的
没
収
・
永
牢
と
な
っ

aa-

た
の
が
文
化
元
年
〈
一
八

O
四
〉
四
月
十
三
男
に
見
え
る
。

武
士
棒
切
駆
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
は
文
北
十
四
年
〈
一
八
一
七
)
十
月
十
一
一
一
日

岬

h
J
V

に
よ
れ
内
文
化
十
二
年
花
強
盗
を
働
い
た
一
味
が
主
犯
の
和
田
太
在
構
門
の
牢

死
で
判
決
が
少
し
軽
く
な
り
永
牢
と
な
っ
た
。
や
が
て
天
保
三
年
〈
一
八
三
ニ
〉

に
な
っ
て
仲
間
で
は
瀦
年
で
あ
っ
た
百
川
寛
平
は
文
化
作
~
一
年
か
ら
教
え
て
入
牢

po 

期
間
が
十
八
年
に
も
な
っ
た
の
で
出
牢
を
許
さ
れ
て
い
る
。

「
藩
日
記
」
に
は
牢
死
が
か
な
り
散
見
さ
れ
る
事
や
大
教
の
実
施
が
相
当
数
昆
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え
る
の
で
、

「
永
牢
」
と
い
っ
て
も
牢
農
の
収
饗
能
力
か
ら
考
え
て
、

い
わ
ゆ
る

無
期
懲
投
と
な
っ
た
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
徒
飛
に
代
る
牢
居
の
例
を
あ
げ
て
見
る
。
徒
刑
は
懲
役
飛
で
あ
っ
て
死
罪

に
つ
ぐ
重
罪
で
あ
っ
た
。
一
一
一

O
蔽
の
上
、
徒
半
年
・
一
年
・
一
部
半
と
一
一
一
設
階
に

分
か
れ
て
い
る
。
取
上
の
荊
場
で
蔽
が
行
わ
れ
て
か
ら
銅
鉱
山
へ
流
さ
れ
、
年
限

の
通
り
労
役
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
文
化
八
年
二
八
一
一
)
、
徒
刑

は
銀
鉱
山
の
苦
役
に
代
号
、
牢
踏
を
命
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
告
す
な
わ
ち
、
徒
半

あ年
る t主。(7)牢
震
直

日

一
年
は
牢
賠
ニ
吾
自
、

一
年
半
は
一
一
一
百
日
、
二
年
は
五
百
日
で

Q
O
 

弘
北
四
年
(
一
八
四
七
〉
十
一
一
月
二
十
一
日
に
よ
れ
ば
、
大
鰐
範
久
吉
村
の
正

屋
を
勤
め
る
長
六
が
許
可
さ
れ
た
判
以
上
に
担
当
教
の
木
を
伐
ち
績
額
し
た
の
で
、

A
U
 

一
一
一
百
日
の
牢
居
後
に
綾
刑
一
一
一
十
鞍
・
十
車
四
方
追
放
・
大
場
御
構
と
な
っ
て
い
る
。



〈
板
携
〉

粧
艶
野
木
村
り
弥
之
が
関
じ
村
の
代
聞
か
ら
金
子
二
・
三
十
両
を
取
ろ
う
と
し

て
強
迫
状
主
喧
送
ワ
た
事
が
見
つ
か
り
、
安
政
四
年
〈

十
日
に
よ
れ
ば
、

八
五
七
〉
十
二
毘

五
百
日
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
牢
農
の
期
間
燃
が
切
れ
て
安

八

日

清

川

判

例

で

鞭

刑
向
HUF

大
場
御
構
と
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

最
後
に
入
牢
の
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
口

r-.. 

ム
ハ
丹
十

十
鞭
・

四
方
追
披
・

の
ム
中
に

の
法

要
等
に
捺
し
て
大
赦
を
実
施
す
る
為
の
取
調
書
が
あ
り
年
代
の
わ
か
る
も
の
も
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
未
決
国
の
拘
禁
と
し
て
の
入
牢
と
剤

罰
と
し
て
の
入
牢
と
二
種
類
存
在
す
る
の
で
つ
藩
司
記
」
か
ら
は
爵
者
の
入
牢
期

関
は
区
到
し
難
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
一
年
未
満
か
ら
二
十
年
以
上
に
及
ぶ
か
な

号
の
躍
が
あ
る
事
だ
け
一
言
い
得
る
と
思
わ
れ
る
。

注
(1) 

注
(2) 

注
(3) 

注
(4) 

注
(5) 

注
(6) 

在
(7) 

「
藩
日
記
」
第
二
ニ
九
九

四
六
五
。
弘
岡
市
立
国
番
館
議
吋
待
部
法
書
之
写
』

第
広
見
え
て
い
る
。

尚

の

で
tま

あ
る
。
〈
第
九
十
九

。
七
広

尚

の
つ
六
一
一
一
、
議
賦
御
社
麓
之
事
」
で
は
斬
罪
で
あ
る
。

「
藩
日
記
」
第
二
四
六
八

「
同

右
L

第
二
六
五

一寸

同

右
」
第
二
八
四
六

円
弘
前
市
史
』
藩
政
編
二
八
六
真
。

「
蕃

E
記
」
第
二
五
七
二

化
八
年
十
J

月
七
日
。

ま
(8) 

ぺ
番
目
記
レ
第
三

O
八
七
。

ペ
ヌ

ι律
レ
の
コ
ハ
J
J
J

レ

ぺ
六
五
レ
の

適
用
で
あ
る
。

注
(9) 

拙
橋
前
掲
論
文
参
照

住。。

「
藩
日
記
」
第
三
二
二
一

注
uD 

右
」
第

一一一九

綱A欄
J 、

す

び

む

以
上
述
べ
た
こ
と
を
構
単
に
ま
と
め
て
見
る
。

の
所
底
地
は
お
そ
く

と
も
鹿
安
ニ
年
顎
に
な
る
と
摸
下
の
北
端
に
あ
る
馬
喰
町
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

牢
屋
の
管
理
は
町
奉
告
の
下
に
あ
る
牢
奉
行
、
牢
守
、
牢
屋
番
人
に
よ
っ
て
な

さ
れ
、

町
医
が
入
牢
者
及
び
揚
屋
入
り
の
者
達
の
健
康
管
理
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
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牢
屋
の
種
類
は
大
掛
す
る
と
大
牢
、
中
牢
、
女
牢
で
あ
り
、
文
化
二
年
に
は
揚

躍
が
設
鰐
賦
さ
れ
て
い
る
。

収
容
人
員
は
大
牢
・
中
牢
が

十
名
韓
度
、
掛
麗
は
四
十
名
極
度
だ
と
す
れ
ば
、

多
く
て
も
官
名
歌
少
し
織
す
麓

怠
ろ
う
と
恕
わ
れ
る
。

の

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
究
明
し
難
い
の
で

の

あ
る
が
、
元
様
十
年
の
菅
環
境
定
な
ど
に
よ
っ
て
牢
殿
内
及
び
鰐
舗
の
厳
麓
な
鏡

制
の
様
子
が
推
察
さ
れ
る
。

の
環
境
の
悪
さ
は
牢
死
が
「
藩
日
記
」
に
敷
克

さ
れ
る
の
で
想
橡
出
来
る
が
、
鼠
鐘
に
よ
る
食
料
事
情
の
悪
北
が
牢
麗
に
も
ま
験

文

い
か
に
厳
し
く
規
制
し
て
も
牢
屋
番
人
等
の
取

り
扱
い
v

方
に
よ
ク
て
そ
れ
が
守
ら
れ
ず
牢
醇
り
が
あ
ク
た
こ
と
が
知
ら
れ
寸
実
家

律
レ
ペ
文
化
葬
い
に
そ
の
対
薫
と
し
て
の
規
定
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
彦
容

し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
又



さ
れ
る
対
象
は
主
に
宵
民
や
農
民
で
あ
る
が
下
級
武
士
も
含
ま
れ
て
い
る
め
で
あ

る。
揚
麗
に
つ
い
て
は
文
北
ニ
年
の
競
定
か
ら
融
構
造
と
管
理
の
様
子
を
或
る
糧
度
知

る
事
が
出
来
る
が

と
向
様
に
か
な
り
藤
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
由

よ
ち
も
一
般
に
軽
い
容
疑
者
や
犯
罪
者
を
収
容
し
た
も
の
で
、
待
遇
も
牢
羅

と
比
較
し
て
多
少
良
く
、
揚
量
が
設
寵
さ
れ
て
か
ら
は
武
士
階
級
が
多
く
収
容
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
収
容
の
期
開
は
一
年
以
内
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
9

右
に
述
べ
た
よ
う
に

は
未
決
囚
を
拘
禁
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
競
役
さ

せ
る
働
き
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
永
牢
と
牢
揺
の
二
種
類
が
あ
る
。

、
水
牢
と
い
っ
て
も
大
赦
等
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
お
り
い
わ
ゆ
る
無
期
懲
役
は
少
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
0

・
牢
居
は
最
高
五
百
日
で
あ
る
。

刑
罰
法
と
し
て
の
「
寛
政
律
」

「
文
化
律
」
が
幕
府
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
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以
上
、
津
軽
審
の
牢
屋
に
つ
い
て
大
雑
把
に
そ
の
概
要
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

で
も
あ
り
、
牢
屋
に
つ
い
て
も
暮
府
の
牢
麗
を
基
準
に
し
て
津
軽
藩
な
り
の
小
規

模
な
も
の
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
島
る
口


